
 

 

    

謹 

啓 
晩
秋
の
候
、
益
々
御
清
祥
の
御
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

貴
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
奥
州
一
宮
鹽
竈
神
社
の
御
加
護
の
も
と
愈
々
御
隆
昌
の
御
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

扨
、
来
る
令
和
二
年
庚
子

か
の
え
ね

歳
―
。
新
玉
の
年
の
初
め
に
、
貴
社
ま
す
ま
す
の
御
繁
栄
を
願
う
新
年
祈
祷
を
〝
し
お
が

ま
さ
ま
〟
で
お
受
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

左
記
要
項
に
て
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

敬 

白 
 

 
 

 

社

務

所 
 

 

各 
 

位 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 
 

一
、
申
込
書
は
直
接
当
神
社
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
同
封
の
返
信
封
筒
に
て
送
付
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
十
二
月

二
十
日
迄
に
御
回
報
下
さ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
事
業
所
等
多
数
の
場
合
は
「
別
紙
」
の
用
紙
を
御
利
用
く
だ

さ
い
。 

 
 

尚
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
の
場
合
、
文
字
は
鮮
明
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

二
、
お
申
込
み
の
日
時
に
よ
っ
て
は
他
社
と
御
一
緒
の
御
祈
祷
に
な
る
事
が
あ
り
、
ま
た
拝
殿
収
容
人
数
の
都
合
上
、

時
間
を
調
整
さ
せ
て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 

当
日
の
混
雑
状
況
や
道
路
事
情
に
よ
っ
て
も
、
祈
祷
開
始
の
時
間
が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
申
込
み
時

間
は
あ
く
ま
で
目
安
と
御
承
知
の
ほ
ど
願
い
ま
す
。 

 

三
、
撤
下
す
る
神
符
の
大
き
さ
は
祈
祷
料
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

・
祈
祷
料 

伍
千
円 

縦
三
十 

㎝
の
神
符 

 
 

 
 

 
 

・ 

〃 
 
 

壱
万
円 

 

縦
三
十
七
㎝
の
神
符 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・ 
 

〃 
 
 

弐
万
円 

 

縦
四
十
二
㎝
の
神
符 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・ 
 

〃 
 
 

伍
万
円 

 

縦
五
十 

㎝
の
神
符 

 
 
 
 
 

※
１
．
祈
祷
料
一
件
弐
万
円
以
上
の
御
祈
祷
で
御
神
酒
「
一
森
山
」
一
升
を
撤
下
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 

※
２
．
祈
祷
料
一
件
参
万
円
以
上
の
御
祈
祷
で
巫
女
の
神
楽
舞
を
奉
奏
致
し
ま
す
（
一
月
四
日
以
降
）
。 

以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

志
波
彦
神
社 

鹽

竈

神

社 

 

 

〈
お
申
込
み
で
き
な
い
時
間
帯
〉 

左
記
の
日
時
は
祭
典
等
の
都
合
に
よ
り
、
御
祈
祷
の
時
間
指
定
を
お
受
け
で
き
ま
せ
ん

の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。 

一
月
一
日 

午
前
八
時 

～ 

午
前
九
時 

一
月
三
日 

午
前
八
時
三
十
分 

～ 

午
前
九
時
三
十
分 

一
月
十
日 

午
前
八
時 

～ 

午
前
九
時
三
十
分 

 

ま
た
、
一
月
十
一
日
午
前
中
は
大
人
数
で
の
御
祈
祷
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。 


